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第２学年通信         平成２６年７月１１日発行  
 

誇り に満ちて  

                         発行責任者：結城克明  

   

 Another  Eyes～「保護者の目」 

６ 組保護者（母） 
 ７月に入り、梅雨明けが待たれる昨今ですが、１学期ももうすぐ終了となり、中学校生
活も折り返し地点となりました。部活動では先輩の姿を追いながら練習に励んできました
が、今度は自分が先頭に立ち進んで行かなくてはなりません。「どうしたらよいのか・・・」と悩
むことも増えてくると思います。どんな時でも思いやりを持って接することのできる強い心であっ
て欲しいと思います。 
 息子が部活動を始めたことで，私自身も刺激を受け、中学校、高校と続けてきたスポ
ーツを始めました。練習でのこと、試合でのこと、共通する話題となり，いつも話は盛り上が
り、最終的には，なぜか「どちらの競技のほうがハードなのか」という論議が勃発！！双方
ともに譲り合えず、まだまだ戦いは続きそうです。そういったやりとりの中でも息子の元気な様
子がうかがえ、うれしくなります。 
 家庭学習においては勉強だけに集中できる時間を増やして欲しいところです。教科書
片手に勉強のはずが、携帯電話片手に勉強という姿を目にします。日頃から子どもには
「次への意欲につながるような言葉かけが大切だ！！」と理解してはいるものの、突然飛
び出す言葉は「それで大丈夫なの？」と。「どの辺が次への意欲に繋がるのだろう？」と
言うような言葉を発してしまいます。親として反省すべき点は多々ありますが、目標を持ち、
ひとつひとつを大切にして欲しいと思う気持ちでいっぱいです。 
 以前、職場の研修で福島県西白河郡矢吹町出身で現在は横浜 DeNAベイスタ
ーズ監督中畑清氏を招いての講演会に参加したときがありました。その中で、若い頃、長
嶋茂雄監督から「調子はどうだ？」と聞かれた際、｢まあまあです｣と答え、これを聞いてい
た土井正三コーチに「監督に調子を聞かれたら、うそでもいいから、必ず、『絶好調』と答
えろ！！」と言われ、それ以来、どんな時でもそう答えるようになったそうです。 
 言葉の力は不思議なもので『絶好調』と口にすると、本当にそうなっていく。一種の自
己暗示だと話していました。「やりたいと思う」ではなく、「やります！！」重要なのは、その意
志の強さであり、すべてのことに熱い気持ちで立ち向かっていくことだと思います。何事も一
生懸命に取り組んでいけるよう今後も息子を「応援し ます ！ ！ ！ 」 
 

 

  
男の子のお母さんですね。共通の趣味というか、共通の話題があると、親子で共
感することができて、会話が弾みます。それが、スポーツの話題ともなれば、勝
ち負けや結果にまで言及されるわけですから、余計にやりとりがヒートアップす
ることでしょう。  

 妻やわたしが家庭で子どもに使う言葉で、よく使うのは、命令口調のその頭に、「早く」
をつけて、「早く勉強しなさい」や「早く風呂に入りなさい」など、「早く○○しなさい」
のようなそんな言葉かけがしばしばなされます。結局、子どもの主体性に任せられるだけの
気持ちの余裕がないから、このような言葉かけになるのでしょうが、わたしも妻も反省しな
ければなりません。  
 中学２年生です。学校生活の中には勉強や係活動、部活動、友達づきあいなど、様々な場
面で様々な活動をしなければなりません。ですから、それらの場面で、常に「絶好調」とは
いかないかもしれません。そんなときに、お母さんの「がんばれ！！！」「やってやれない
ことはない。やれるだけやってごらん！」といった前向きな言葉が、息子さんの何よりの励
みになると思います。自分を鼓舞し、相手に安心感と信頼を与える言葉の力。こどもたちの
健やかな成長には欠かせませんね。  
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台風一過 ～  台 風 が過 ぎ去 っ た後 、 風 雨 が収     

          まりすがすがしい晴天になること。 

  
 「今までの努力の成果今に出す  スタート前のわたしの覚悟」  
 
 
 

生徒活動の様子  
 夏休みまであと１週間となりました。夏とはいえ、例年になく過ごしやすい日が続い
たからでしょうか、いつの間にか１学期が終わり、夏休みを迎えるような感覚です。２
年生も折り返し地点を迎えます。それと同時に、中学校の折り返しです。  
 台風一過の青空のような、そんなすがすがしい日々を送って欲しいと思います。  
  
  
 学習旅行新聞コンクール 
 ５月に実施した仙台学習旅行のまとめとして、個人レポートを作成しました。授業参
観の折にもご覧になったかと思いますが、２４名の優秀賞の中から、最優秀賞として２
名を選出しました。  
  
 １ ０ 日（木）  
 学級活動の時間に「校内合唱コンクール」の自由曲を選曲する活動を行いました。文
化祭の華です。決定までに若干の調整が必要になります。夏休みが明ければ、学校のそ
こかしこで歌声が響き渡ることでしょう。  
  
 「沈み行く夕日の真下で歌うんだ  離れた君に聞こえるように」 
  
 １ １ 日（金）  
 台風が去り、かなり蒸し暑い中、『「社会の現状を知る№３」～第２回働く人々に学
ぶ会』を行いました。前日の午前中に、ウエディングプランナーの方の講話で使用する
ウエディングドレス（２つ）が校長室に運ばれました。会の詳細については、次号に譲
りますが、夏休みの職業体験や将来を考える上で、こどもたち個々の価値観の深化が図
れればと考えています。  
 

Ｓ Ｕ Ｍ Ｍ Ｅ Ｒ Ｐ Ｒ Ｏ Ｊ Ｅ Ｃ Ｔ の御礼  

 夏休みの職業体験『「社会の現状を知る№４」』において、職場を紹介していただき、
ありがとうございました。また、ご自身のお子さんだけでなく、他のお子さんまで受け
入れをしてくれるなど、この職業体験へのご理解とご協力に感謝いたします。  
 自衛隊、ＫＦＢ福島放送局、ＳｔｅａｄｙＷａｎ（ペット美容室）、福島地方裁判所
などの事業所で、斡旋を希望したこどもたち全員が職業体験をします。  
 

来週の予定  

 
 １４日（月）  
 
 
 

授業変更  ６校時に木曜日の２校時の授業が入ります。  
※放課後：学習コンテストの再テスト を行います。  
※スクールカウンセラーが来校します。  
※部休日です。  

  １５日（火） 普通授業  ６校時：学年集会を体育館で行います。  

  １６日（水） 
 

普通授業  
※サマートレーニング（１，１３０円）の集金の締め切り日です。  

 １７日（木）  
 

普通授業  ６校時：学活  夏休みの生活心得について、第２回働く人
            々に学ぶ会の反省を行います。  

  １８日（金） B案  金１・金２・金３・金４・給食・終業式・学活  

 


